
生徒が担当者と一

緒に生活を振り返

りながら、自己理

解や他者理解を深

める。約 15分 

認知機能の活性化

を図るコグトレ、

対人関係の SST、

学習の動機付け等

を行う。約 20分 

ゲームや運動を通し

て、他者とのやりと

り、ルールやマナー、

工夫して活動すること

などを学ぶ。約 15分

おもしろいと 

思う教科がある 

 
通級指導教室 

 

札幌市立八軒東中学校 

学びの教室 
 

 

 

 

 

 

教室のキャラクター：生徒作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
八軒東中学校の学びの教室は、西区と手稲区

の中学校（19校）の生徒を対象にしています。 

学びの教室担当者が、生徒の学習の困難さ、

対人面での悩み、行動の不安定さなどについて、

本人・保護者と一緒に考え、よりよい学校生活に

向けてサポートします。 

学びの教室 期待する生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 
 

指導の流れ（１コマ 50分の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
教室の様子 上：指導室 

右上：調理室兼保護者控室 

右下：プレイルーム（2階) 

指導のねらいと主な活動 
 

注意力・集中力を高める 

 

 

 

勉強に取り組む 

 

 

 
 

落ち着いて行動する 気持ちを切り替える 

 

 

 

よい人間関係をつくる 

 

 

 
 
生徒一人一人の状態に応じた目標を設定し、自立

活動という領域（学習指導要領）を踏まえた個別の
指導計画に沿って指導を行います。 

 

困りの例 
 
 

注意力散漫  集中力が続かない 

文字を覚えるのが苦手  作文が苦手 

板書の書き写しが遅い  不器用で作業が遅い 

衝動性が抑えられない  対人トラブルが多い 

落ち着きがない  気持が切り替えられない 

忘れ物が多い  片付けができない 

活動する意欲が低い など 

 

タイム 

トレーニング 
タイム 

読み書き
の練習 

コグトレ
いろいろ 

能力向上 
パズル 

教科の 
基本確認 

学び方の工夫 

進路情報 

自分と向き合う まわりの人の
ことを考える 

ＳＳＴ 

アンガーマネジメント ゲームや運動 

調理や体育の 

実技練習 

人との接し方 生活のルール 

ＳＳＴ スケジュール管理 

忘れ物対策 

グループ活動 
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指導回数 
週 1回を基本としていますが、生徒の状態 

や都合、送迎される保護者の都合に応じて週 
2回・隔週・月 1回などと相談して決めます。 
指導日時については、保護者に確認をした

後、前々月か前月に、２か月分の指導予定表 
をお渡しします。変更を要する場合は、学び 
の教室担当者にお伝えください。 

指導時間 
午 前 午 後 

1 8：50～  9：40 5 13：50～14：40 

2 9：50～10：40 6 14：50～15：40 

3 10：50～11：40 7 15：50～16：40 

4 11：50～12：40      
７コマ目の指導は希望者が多いため、午前 

や 5･6コマ目の時間希望をお願いしています。 

通い方 
中学生は保護者の付添いなしで通ってよい 

ことになっています。 
保護者が送迎・同行する場合は、指導の間、 

控室で待機されても外出されても結構です。 
服装は各学校指定の制服かジャージです。 

出席等の扱い 
通級指導を受ける時間は出席扱いとなりま

す。他校通級の方は移動時間も含みます。 

休んだ授業について 
自宅や在学校から八軒東中学校までの距離

と交通の便によっては複数の授業を休む場合
があり、授業の進行状況が心配という生徒も
います。在学校には、休んだ授業で配付され
たプリントや宿題が確実に本人に渡るように
依頼します。 

在学校・放課後等デイサービスとの連携 
学びの教室担当者は、本人・保護者の意向

を受けて、学級担任など在学校の先生方や放
課後等デイサービスの方々と情報交流を行い
ます。 
 

保護者との連携 
連絡帳で、その日の活動の様子などをお伝 
えします。なお、保護者が送迎される場合は、 
指導の前後に、短時間で口頭での情報交流を
いたします。 
年 2回（5月･10月）懇談期間を設け、指導計
画や評価について、二者（保護者と学びの教 
室担当者）での意見交流・情報共有をします。 

4～５月には本教室の説明会(八軒東中学校
会場)、11～12月には市内中学校合同の保護
者学習会(令和 6年度はハイブリッド方式での 
開催)への参加の御協力をいただいております。 

小学校まなびの教室との比較 
中学生になると、部活動、係・委員会や行
事関係の放課後活動、家庭学習の時間確保(特
にテスト前)、通塾、放課後デイ(学習支援等)
の利用、習い事などのため、学びの教室に通
う回数が減る生徒が少なくありません。 

教員数・生徒数（令和６年 11月 14日） 
担当教員数  2名 
生 徒 数  36名（1年 11名、2年 12名、3年 13名） 

通級指導教室利用までの流れ 
保護者 本人と相談 

   学級担任等と相談、指導の工夫 
 
学校  校内学びの支援委員会で検討、指導

の工夫 → 校内学びの支援委員会
で通級指導の協議 

 
保護者 教育センターに相談の申込み、相談 

学級担任に見学の依頼、見学 
教育委員会へ就学相談の申込み 

（通級による指導を希望） 
 
札幌市教育委員会 学びの支援委員会 

検討、通級指導の判断 
 
札幌市教育委員会 学びの支援担当課 

   保護者・学校・通級指導校に通知 
⇒ 通級による指導開始 

 
※小学校まなびの教室から中学校の通級指導
を継続する場合、就学相談はありません。 

アクセス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
        

 
〔Ｊ Ｒ〕琴似駅から 860m（徒歩約 11分） 
〔地下鉄〕琴似駅から 1300m（徒歩約 16分） 
〔自家用車〕校地内に駐車スペースが若干ございます。 

 

札幌市西区八軒 2条東３丁目 1番 20号 
学校電話 011－643－5050 

教室電話 011－643－7211 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
西玄関からお入りになって、右前方の部屋が学
びの教室です。インターフォンで学校名・お名前
と学びの教室に来たことをお伝えください。 

R6.11.18    

JR琴似駅 

地下鉄琴似駅 

下手稲通 

宮
の
森
北
二
十
四
条
通 

鉄工団地通 

消防署 

八軒東中 

琴
似
栄
町
通 

―４― ―５― ―６― 


